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以下の三つの話題についてお話しいただきます。
1. Agent Orange exposure and monoclonal gammopathy of undetermined significance: An

operation ranch hand veteran cohort study, history and findings
(枯葉剤曝露と意義不明のモノクローン性ガンマグロブリン⾎症)
ベトナム戦争中の枯葉剤曝露が、退役軍⼈におけるモノクローン性ガンマグロブ
リン⾎症（MGUS）の発症に与える影響を調査した。MGUSは⾎液がんの前兆とな
る可能性があり、退役軍⼈の健康への影響に関する研究を紹介する。 

3. Determination of safe levels of persistent organic pollutants in toxicology and
epidemiology
(毒性学および疫学における残留性有機汚染物質の安全レベルの決定)
残留性有機汚染物質（POPs）の健康リスクを評価し、その安全な曝露レベルを設
定することを⽬指した。毒性学的および疫学的⼿法を組み合わせて、安全ガイド
ラインを確⽴した。 
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2. The BOIN procedure theory and methods: A phase Ib/II open-label, dose-escalation,
safety, pharmacokinetic, pharmacodynamic and efficacy study of bemcentinib plus
pacritinib in patients with advanced lung adenocarcinoma
(BOIN⼿順の理論と⽅法)
進⾏性肺腺がん患者に対するbemcentinibとpacritinibの併⽤の効果を臨床試験で調
べた。薬剤の最適な⽤量を決定し、その安全性や薬物動態、薬⼒学、そして有効
性を評価した。
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